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生徒会長

今本創士
（仙台市立寺岡中学校卒）

君たちは「二高」に何を求めるか。おそらく多くの人

が 学力だと言うだろう。「二裔」と言えば「学力」。その

ような印象が強く根付いていると私は感じている。

しかし、本当にそれだけか。私は仙台二高が学習以

外も充実しているということを強調したい。実際、仙台

二高はスポー ツ面など多くの実績を出している。単に

学力を求めているのでは、このような成績は出せない

だろう。

そこには二高生の「精神」がある。

文武一道を掲げ、努力を惜しまないその精神が二高

生を支えているのだ。一人 一人の良さを十分に引き出

し、互いに高め合える環境がそこにはある。百年以上の

伝統を引き継ぎ、その「精神」を残している二高。多方

面への能力の高い仲間に囲まれる毎日。

環境は最高だと自信を持って言える。

互いに高め合える仲間がいる「二高」の環境は君た

ちの能力を最大限引き出し、未来への土台となってくれ

るだろう。

君たちも二高で新たな自分を発見し自分を磨いてみ

ないか。
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未来を考える
應援園園長

闇松娃呼
（仙台市立第一中学校卒）

仙台二高を形容するものの一つに、應援閲がある。

應援関幹部の演舞に合わせ、全校生徒が應援歌を叫

ぶ様子はきっと君たちの目を引くだろう。ただし、應援の

本質は綺麗な演舞を見せることでも、目立つことでもな

い。二高生一人一人の想いを應援という型に当てはめ

て選手に届け、激励することである。

君たちに問う。君たちは、明確な将来像を持っている

か。どのような理由でその目標を立てたのか、どのような

手段で目標に到達するのか、君たちは具体的に答えら

れるだろうか。答えられないとしても焦る必要はない。な

ぜなら、ここ仙台二高が君たちの未来を見つける場所で

あるからに他ならない。

仙台二高では、「文武一道」の校是を規範とし、自律

を学ぶことができる。目的にあった目標を立て、適当な行

動を検討し、然るべき手段を取る。勉学や部活動、そし

て應援を通して二高生は自律し、そうして真の二高生と

なってゆく。

自分の手で将来を作る強い意志のある者、また目標

の発見を切望する者。未来のある後輩たちの入学が待

ち遠しい。北陵の道は既に開かれているのである。
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仙台二高では伝統 に培われた数々の

学校行事が行われています。この行事を

通じて、生徒は仙台二高の校風を肌で感

じ、さらには一つのことに集中して取り組

むこと、友人たち との切磋琢磨、学年を

越えて協力することの大切さなどを学ん

でいきます。

4月の大運動会、5月の対仙台一高定

期戦、9月の北陵祭。これらの伝統行事

に全力で取り組み、達成感・成就感を味

わっていく中で、生徒たちは一 回りも二

回りも大きく、這しく育っていきます。

球場内の全員の視線が一点に集まる。一つ一つのプレーで起こる大歓声。両校の魂がぶつか

り合う球場。そこに私たちの戦いがある。仙台二高・ 一高定期戦。百年以上の歴史を持つこの戦

いは毎年ここ仙台を熱くする。この一線に懸けてきた選手、全校の仲間の思いが一つとなり、―

心不乱に戦い抜く。定期戦というものに向かって必死に努力する日々、共に歩んできた仲間、この

ー戦に懸けてきた思い、これら全てが新たな自分を作り出し、前へ進んでいく。これが定期戦とい

うものである。

こんなにも熱い戦いを経験しない理由があるだろうか。己の高校生活をこの伝統の一戦に捧

げてみないか。高校生活というものは一度きりだ。しかし、定期戦には、それを凌駕するだけのカ

がある。我が仙台二高砺式野球部の伝統を紡ぎ、全校生徒で勝利という最高の青春を掴み取

ろうではないか。そして、それぞれが仙台二高の一員として、輝けることを心の底から願っている。
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団結力が高まる一大行事。

仙台二高、
一高定期戦

3年太見颯太
（多賀城市立多賀城中学校卒）

国
対一高定期戦
硬式野球、 軟式野球、 三部定期戦

（バスケット、 バレー

、 柔道で実施。）
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芸術鑑賞会
伝統芸能、 音楽、 演劇等を毎

年ロ ーテーションで実施。 7仙台二高
アメリカ研修

いきなりですが、東京研修と間いて、何を想像しましたか？東京、とあるから修学旅行？でも研修って何だろう？そう思ったあなた、今から限られ

た文字数で解説していきます。読み終わる頃にはきっと、東京研修に対する興昧が沸いてくるでしょう。

東京研修とは、未来キャリア創造プロジェクトの一環です。自分の人生のキャリアを設計していくために必要な知識や視点を、東京で得てきま

す。なせ東京なのか？仙台ではだめなのか？それは、東京でしか得られない貴菫な経験をしに行くからです。たった二日間に多くのイベントが詰ま

っていて、吸収できるものも多くあり、とても充実しています。それらの体験で得た知識や視点があ

るからこそ、私たちは自分の将来の選択肢が広いことを知り、自

分のキャリアについて真剣に向き合えるようになります。

次に、二日間の研修の中で最も印象に残っている「東大の先

輩方との座談会」について紹介したいと思います。

座談会は、憧れの東大生、しかも二高の卒業生の先輩方と交

流ができる唯一無二のチャンスです。話題、進行の仕方は先輩

次第。計三名の先翡とお話することがきます。理系を選択するつ

もりだけど文系の先輩のお話を聞いてみる、なんてこともできま

す。逆も然りです。自分の目指している学部とは異なる

学部の先輩のお話も、とても役に立ちました。自作のア

プリを作って質問を受ける先輩もいらっしゃいました。た

だ、医学部の先輩は倍率が特に高かったです。なので、

「どうしても医学部の先輩のお話が聞きたい」という人

は相当の覚悟と席を取るためのスピー ドが必要です。

これ以外にも未来キャリア創造プロジェクトの目下で

ある東京研修では二高でしかできない貴菫な経験が多

＜得られます。東京で自分の人生に正面から向き合って

閤

未来キャリア
創造プロジェクト

みませんか？ 2年太田真奈
（仙台市立桜丘中学校卒）

北陵祭
文化祭。北陵祭実行委晨会を中心に生徒が自主的に企画・運営を行う。

モニュメント、 ミスニ高など見所が満載。

........ 囀3心.--"'---、｀

S
e
pt
e
m
b
er
 
， 冨

flO 
秋季校内
体育大会
バスケットボール、 バレ ーボール、

ドッジボール、 サッカ ー

、 長なわと

びなど。
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皆さんが高校でしたいことは何ですか。

ここ仙台二高には多くの行事があります。運動会や北陵

祭、岩手山登山など、いわゆる青春を楽しむことができる

のは間違いないでしょう。また、部活動に関しても盛んで、

「文武一道」を掲げ、皆熱心に取り組んでいます。特に仙

台二高には中学校では見ないマイナーな部活や愛好会が

多くあり、クイズ研究会やヨット部、私も所属するスキ 一部

など新しいことに挑戦するにはうってつけでしょう。さらに学

習に関しても勉強する習間を持つ人が多く、自然と学習に

取り組みやすい雰囲気があります。

このように仙台二高には皆さんが高校生活でやりたいこ

とができる環境が整っています。高校で望むことが何であ

れ、それを全力で楽しめるのは間違いないです。加えて、た

とえ大変なことがあっても、それすらも楽しんで欲しいです。

必ずその経験が宝となるでしょう。そして、これを可能にす

る場こそ、この仙台二高だと思います。ぜひとも仙台二高

を楽しんでください。

皆さんがこの高校に来るのを楽しみに待っています。

全力で
3年宮城煙宇
（仙台市台原中学校卒）

仙台二嵩は私にとって、渡来人のような存在です。初め

ての稲作、初めての技術を目にした縄文人は驚き、そして

広い世界を知ったことでしょう。私は仙台二高に進学して、

そのような気持ちにさせられました。

中でも私に大きな影讐を与えたのは、友達の夢や目標で

す。将来の想像ができないままただ二高がかっこいいとい

う理由で入学した私は、当然みんなも将来について想像で

きていないものだと思っていました。しかし、そうではなかっ

たんです。医者になって苦しんでいる人を助けたい、研究を

して新しい発見をしたい。みんなの夢はとてもかっこよくて、

その夢を話す友達が私には輝いて見えました。そうして焦り

と髄れを抱いた私は、自分を見つめ直すことを始めました。

最初は何から考えたらいいかも分からず悩んでいたけれ

ど、友達や先生、家族との関わりを通して、少しずつ自己理

解が深まっていきました。今では私にも、深めたい学問、そし

て夢があります。

渡来人がいたからこそ時代が発展したように、二高で過

ごしたからこそ拓ける未来がきっとあります、その未来、見

てみませんか？
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縄文人だった私
2年翠川温香
（仙台市立上杉山中学校卒）

仙台二高は自主性を重んじ、文武一道の精神を掲げる

学校です。勉強も部活動も決して妥協せず、自分の選ぶ道

をとことん突き詰める。やりたいことに本気で挑戦できる場

所です。私はバドミントン部で毎日汗を流し、互いに本気で

ぶつかり合うことで、かけがえのない仲問との絆を築くこと

ができました。

仲間たちが多方面で果敢に挑戦する姿に鼓舞され、私

は学校の募集案内で知った東北大学の実験参加型プログ

ラム「科学者の卵」に二年間参加しました。大学の研究室

での実験や科学イベントでの発表経験は、自分の将来を考

える大きなきっかけとなりました。

さらに仙台二高には、東京研修や北陵グロー バルゼミ、

医療分野を志す医進会などの多彩なプログラムがあり、将

来に本気で挑むための舞台が揃っています。

悩みや迷いを抱えながらも、一歩踏み出すことで初めて

見える景色がある。仙台二高は、そんな挑戦の場を惜しみ

なく提供してくれる場所です。

そして、それぞれが掲げた目標に向かって互いに励まし合

い、高め合う仲間たちの存在。仙台二高の最大の武器は、

「最大のライバルであり、最強の昧

方である仲間たち」です。

二高最大の武器
3年女川さくら
（仙台市立将監中学校卒）

仙台二高の魅力は、高い志を持った仲間たちと勉強と部

活動の両面で切磋琢磨し合えるところだと思います。

仙台二高には、「文武一道」という目標が掲げられてお

り、勉学に励むだけでなく、部活動にも精力的に取り組める

環境が整っています。私が中学生の頃にイメー ジしていた

勉強にだけ取り組んでいる二高とは、実際は全く違っていま

した。私はサッカ一部に所属しており、高い志を持った仲間

たちと日々高めあっています。目標を達成するために何をす

べきか考えて行動できるという二高生の強みを、部活動に

も活かすことができています。私立高校に比べ練習時間が

取れないという弱みも、メニューを工夫して練習の質を高

めることで払拭しています。

また、サッカ一部の活動に全力で取り組みながら現役で

難関大学に合格し、「文武一道」を体現した先在もいます。

部活動に全力で取り組むと、メリハリが生まれてより一層勉

強に集中できるというメリットもあります。

このように、仙台二高では勉強と部活を高いレベルで両

立することができます。この仙台二高で、みなさんが最高の

仲間と充実した高校生活を過ごせ

ることを願っています。
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文武一道
2年渡部光晴
（仙台市立向陽台中学校卒）
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